
１．はじめに（背景・目的・方法）�

韓国慶尚北道安東市に位置する河回村は、1984 年に文

化財保護法の重要民俗資料注�（日本の重伝建地区に相当

する）に指定され、2010 年 7 月には世界遺産に指定さ

れた韓国を代表する歴史的集落である。�

本研究は、韓国の歴史的集落の景観保全に関する一連

の研究のひとつで、2012 年・2013 年に日本建築学会住

宅系報告会論文集で発表した河回村の制度面 1)、居住・

生業面 2)の研究の続報である。 

韓国の文化財庁注 2 により作成された世界遺産登載申

請資料 11)によると、韓国の歴史マウル注 3（集落）は、氏

族マウル（一族集落）と邑城マウルなどの類型に分けら

れており、氏族マウルは全体の歴史的集落の約 80％を占

めている韓国の代表的な歴史マウルの類型であることを

指摘している。 

また、韓国での氏族は父系血縁集団であり、同じ祖先

の系譜を持ち、姓が一致する一族と、他の血縁集団（氏

族）から配偶者として嫁入りした女性たちから構成され

た社会集団を示している。 

� さらに、氏族マウルは一つ及び少数の氏族が全体住民

構成の多数を占めており、マウルの大きな意思・方向決

定について主導的な役割を行うマウルであり、河回村の

場合、豊山柳氏(以下、柳氏)が約 7 割を占めており、韓

国を代表とする氏族マウルであることが記述されている。 

� 申請資料によると河回村は、朝鮮時代の両班（柳氏

70%）と平民（柳氏以外 非柳氏が 30%）が現在も混住

している。河回村が世界遺産に登録されたのは、フィジ

カルな側面において両班集落の独自の「景観」と非柳氏

である平民（非支配層）が生み出し維持されてきた集落

行事である「河回別
ビョル

神
シン

クッタルノリ（以下、河回仮面劇）」

の民俗芸能側面（無形遺産）の存在が、世界遺産登録の

大きな要因となっている。�

本稿では、河回村の社会構造と景観保全の関係に着目

して、現代における歴史的景観の保全とその他（職人制

社会構造からみた韓国世界遺産・河回村の景観保全に関する考察 
�
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度）の要因がどのように⤖びついているのかについて⪃

ᐹを行うことが目的である。 
「社会構造」について以下のようにᤊ࠼ている。ᗈ㎡

ⱌ(➨භ∧)には、「社会を構成しているㅖ要⣲の㛫に成り

❧つ、ẚ㍑的安定的でᜏᖖ的な関係」と記述されている。

本研究では、≉に朝鮮時代の支配㝵⣭である「両班
ࣖンࣂン

（柳

氏）」と平民などの「非柳氏」がᐦ᥋な関係で構成されて

おり、集落全⯡の事業ࡸ⚟♴に関ࢃる住民⤌⧊である「河

回村保存会」をタ❧し、景観形成・景観保全にᯝたして

いるどⅬから研究を㐍める。 
研究方法として、ල体的なෆᐜは以下の㏻りである。 

ձ 安東市文化芸⾡課の世界遺産ᢸ当者から行ᨻ資料を

集し、当時の文化財保護制度の⪃࠼方ࡸ社会≧ἣ

についてンタービࣗーㄪᰝを行った。 
ղ 河回村の現地ㄪᰝでは、河回村保存会の会㛗・事ົ

ᒁ㛗より、保存会の役割及び景観ᩚഛάື・住民と

行ᨻとの関係についてᐇែㄪᰝを行った。 
ճ ≉に、現地ㄪᰝでは、河回村の村㛗とのンタービ

ࣗーㄪᰝを重Ⅼ的に行った。世界遺産指定以㝆の居

住者のኚ化、建≀⏝のኚ化、民ᐟ・観ග文化タ

のື向について資料を集・ᩚ ⌮しᅗ表にまとめた。 
 

㸰．ᮏ◊✲の⨨࡙ࡅ�

�����韓国ᩥ㈈ᗇにࡼるㄪᰝ◊✲のᒎ㛤�

行ᨻ資料として、慶尚北道によって作成された「河回

村マウルㄪᰝ報告᭩ 8)（1979 年 11 月）」は、河回村を地

方民俗マウルに指定するために集落現ἣと主要建≀のᐇ

 及び人文ㄪᰝを行った。 
� 本ㄪᰝ報告᭩は、│ோ在（ඖ文化財ጤဨ会ᑓ㛛ጤဨ・

ඖ国❧民俗博≀㤋ᐁ㛗）を指導ጤဨに、ㄪᰝጤဨ㛗とし

てᙇ㉳ோ（ඖ₎㝧大学教授・ඖ大韓建築学会⌮事）、ㄪᰝ

ጤဨはጧಙᮨ（ඖⰼ女Ꮚ大学教授・ඖ韓国文化人類学

会⌮事）・ᮒ༡ （ဴ現㧗㯇大学ྡ教授・ඖ大韓建築学会

建築歴史ጤဨ会ጤဨ㛗）らを代表に、大きࡃ人類・民俗

学及び建築学的な観Ⅼでまとめられた。 
韓国では᭱も᪩い時期（1970 年代）に⨾⾡・建築ᑓ㛛

の国のキーࣃーࢯンを୰ᚰとした⥲合ㄪᰝ報告᭩が作成

された。本ㄪᰝは、歴史マウル・民俗文化財としてᢅい

つつ後世に⥅ᢎさࡏようとするືきが現れ、河回村のそ

の後の保護ィ⏬のᇶ♏となっている。 
� このように、1970 年代に行ࢃれたಶの文化財登録とマ

ウルㄪᰝは国による本᱁的なマウル⟶⌮のጞ発Ⅼとして

ホ౯できる。また、1984 年重要民俗資料（日本の重伝建

に相当）に指定され、「文化財保護法(1962 年制定)」に

より保護がጞまった。 
� また、2004 年文化財庁によって作成された「民俗マウ

ル保存ά⏝及び⥲合ᩚഛᐇ㊶ィ⏬」10)では、よりヲしࡃ

河回村ෆのᐙᒇの現ἣを行った。ィ 124 Ჷのうち 98 Ჷ

（83％）の保存≧ែがⰋዲ、17 Ჷがᬑ㏻である⤖ᯝが出

た。保存≧ែのホ౯ᇶ‽はཎ型からのኚ形程度と⟶⌮に

よる回のྍ能性であり、ཎ型ኚ᭦の主要ཎ因として、

タഛ方ᘧ・建築ᮦ料・ᐙ族構成のኚ化であることが示さ

れている。Ⰻ（9 Ჷ）のホ౯をཷけた建≀の大多数は

ᐙᒇの⊃い✵㛫のၥ㢟をゎ決するために❧てられたࢼࣁ

ࣞが多かったと指摘している。ここで住民らの生άの

౽と文化財ཎ型保存の㛫のⴱ⸨が存在し、「ᐙᒇෆ住民౽

ᐅタタ置ᇶ‽（�004.03.0�行）」が制定され、フィジ

カルな側面のཎ型維持ࡔけでなࡃ住民の生άをᑛ重した

ᇶ‽が⟇定されたことが≉ᚩである。 
� さらに、「文化財（歴史的集落）」をྲྀりᕳࡃ⤒㦂によ

り、安東市は、河回村の世界遺産登録㐣程においてもࣘ

、たᨻ⟇を㐍めた。その⤖ᯝࡏࢃの登録᮲௳に合ࢥࢫࢿ

2008 年韓国文化財庁の国㝿ὶ課により世界遺産登載

申請資料 11)（以下、申請資料）の「韓国の歴史マウル河

回・ⰋὝ」が作成された。 
本申請資料は、「建築分㔝」のᑓ㛛ᐙとして現成ᆒ㤋大

学建築学科ྡ教授（ඖ ICOMOS 韓国ጤဨ㛗・ඖ韓国

建築歴史学会会㛗）、「景観分㔝」のᑓ㛛ᐙとして現慶ᫍ

大学㒔市工学科教授らが保存≧ែのࣔࢽタリンࢢの㈐௵

者としてཧຍしており、保全⟶⌮ィ⏬をᥦ示している。 
� その保全⟶⌮方㔪として、᪤存の保存方㔪はマウルෆ

の建築≀と景観の「ཎ形維持」に着目するഴ向であった。

しかし、そのような≀⌮的⎔ቃࡔけでなࡃ、࿘㎶の自↛

⎔ቃ、生産㡿ᇦとマウルに⥅続されてきた無形遺産など

によって構成されるものであり、このような要⣲などが

⤫合的に⟶⌮されるᚲ要があると指摘している。 
�����᪥韓にࡅ࠾る景観保全関㐃◊✲ㄢ㢟�

ᒾ本㏻ᘺの「世界遺産時代の民俗学（2013）」13)でも、

豊山柳氏の両班一族とその他の集合体であることを指摘 
しており、「民俗学」的どⅬで、柳一族（両班・支配㝵⣭）

とその他（非柳氏）の㝵層的関係（᫇の平民と両班の関

係）があり、村の自⤌⧊である「河回村保存会」によ

り、集落ࡸ民ᐙのフィジカルな側面では柳氏主導で世界

遺産登録のᒎ㛤についての記述ࡸᗢ民側の文化として仮

面劇（無形遺産）の役割があり、文化財保護との関係に

ついて示している。 
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このように、河回村は大きな 2 つの㡯目（景観維持・

無形遺産）がホ౯され、それらが一体的に関係している

ことから 2010 年 7 月世界遺産に登録された。 
➹者は、ୖ記の韓国歴史的集落の保護のὶれを⌮ゎし

たୖで、≀⌮的⎔ቃ及び生ά・生業及び無形遺産などを

一体的にᤊ࠼る大きなどⅬから研究を㐍める。 
本稿では、柳氏と非柳氏を分けることによって、ᐇ㝿、

柳氏が୰ᚰ的な役割をしているものの、非柳氏も仮面劇

な側面で重要な役割をᯝたしࢺフࢯ職人制度のようなࡸ

ているという着║Ⅼから景観保全との関係を指摘した᪤

 研究はぢ当たらないことから᪤存の論文との㐪いが現

れるなど、意⩏があると⪃࠼る。 
 

㸱．社会構造からみた河回村の景観の≉ᚩ�

� 2012年 12月に行った現地ㄪᰝでは、河回村の村㛗（60
代）によりᚓられた河回村住民の㟁ヰᖒをᇶに、世ᖏ主

による河回村の柳氏と非柳氏の居住分ᕸ、景観を≉ᚩ࡙

けるᒇ᰿అࡏについて全世ᖏをᢕᥱした。 
韓国の代表的な氏族マウルである河回村の世ᖏ主から

みた柳氏及び非柳氏の居住分ᕸをみると（ᅗ 1 ཧ↷）、

柳氏が世ᖏ主であるᐙᒇが 89 世ᖏ・柳氏以外の世ᖏ主

が居住しているᐙᒇが 26 世ᖏであり、合ィ 115 世ᖏ注 4

である。世ᖏ主の約 77%が柳氏であり 3/4 以ୖを占めて

いる。ල体的な数್（割合）を柳氏と非柳氏に分類し、

居住とᒇ᰿のᮦ料について示した（表 1）。 
居住分ᕸの≉ᚩとして、柳氏が୰ᚰ㒊に分ᕸしており、

非柳氏の大多数は集落の東・༡側に分ᕸしていることが

分かる。また、「㎰地」をᡤ᭷している 15 世ᖏの୰で柳

氏が 13 世ᖏであり、約 9 割を占めている（ᅗ 1 のڸ）。

集落ෆࡸ観ග団地に「ၟ業」を行う 10 世ᖏのෆ、8 世ᖏ

が柳氏による⤒Ⴀであり、8割を占めている（ᅗ1のڦ）。 
� さらに、≉別な「保護ᑐ㇟」として、1960 年代に༢体

の建築≀として᐀ᐙである㣴┿ᇽ・ᛅᏕᇽがᐆ≀注 5（ᅗ

2 のۻ）に、その他 1970 年代に 5 つのᐙᒇが重要民俗

資料（ᅗ 2 のە）として指定されている。その 7 つの民

ᐙは現在も柳氏がᡤ᭷しており、国の文化財として⟶⌮

されている(7 つの民ᐙは全て⎰ⵌ：ẕᒇᇶ‽、ᅗ 2 ཧ↷)。 
� また、2012 年 12 月のフィールドワークで作成したᅗ

2 のᒇ᰿అࡏ（ẕᒇᇶ‽）のᐇែでも⎰ⵌが集落の୰ᚰ

㒊に位置しており、現在も柳氏がᡤ᭷し、居住している

ことが分かる。᐀ᐙ（ᅗ 2 の A）などの⎰ⵌのᐙᒇ（柳

氏）が主要な場ᡤに位置しており、その࿘㎶に⸕ⵌ（非

柳氏）がᅖࡴような集落形ែが現在も続いている。この

ように、集落ࡸ民ᐙのフィジカルな側面では柳氏を୰ᚰ

とした文化財（民ᐙ）の保護が行ࢃれていることが≉ᚩ

であるとゝ࠼る。 
� さらに、河回村の住民の約 63％が居住しており、ࡴࡸ

をᚓࢯࡎウルࡸ大㑪市などの大㒔市に居住する住民にᑐ

しては、㐌ᮎに河回村に在し、自らᐙࡸ㎰地�Ỉ⏣・⏿�

を⟶⌮する場合、また、ぶᡉࡸ▱人に㈚し、代ࢃりにᐙ

ᗞのᤲ㝖及び⟶⌮を行う世ᖏがࡸ 25％であるなど、ᐇ㝿、

約�割の民ᐙが河回村の住民によって⟶⌮されている��。�
 
㸲．ᆅᇦఫẸཬࡧ⾜ᨻにࡼる景観保全άືのኚ㑄�

�����河回村保Ꮡ会にࡼる景観保全άື�

1992 年に社会法人として登録された住民༠㆟会であ

る「河回村保存会（以下、保存会）」は、河回村の伝⤫文

化と祖先がṧした遺㊧及び自↛⎔ቃのཎ型をຠ⋡的に保

存・⟶⌮することを目的としている（保存会定Ḱ、➨ �

❶「⥲๎」➨ �᮲「目的」）。 
そのල体的な事業ෆᐜとして（定Ḱ：➨ �❶➨ �᮲「事

業」）、ձ伝⤫文化・遺㊧保存及び伝ᢎ事業、ղ文化財の

保護άື及び学⾡ㄪᰝ研究事業、ճ伝⤫文化のᬑ及、մ

文化関係ᶵ関及び文化団体との༠ຊに関する事㡯、յ会

ဨ⚟♴のための┈事業、ն河回村と河回観ග団地のཷ

ク⟶⌮と伝⤫方ᘧで⸕ⵌの一⯡的な⿵ಟ・⟶⌮事業の 6
つの㡯目の事業を行っている。 
主に、伝⤫文化の伝ᢎおよび建≀の⿵ಟ・⟶⌮のよう

な景観保全の役割をᯝたしており、また、ࢯフࢺ（ᘧ・

⚍♩）の要⣲まで保存する役割をᯝたしている。さらに、

文化・教⫱団体及びᑓ㛛化との関係を持つことで国ࡸ民

㛫の研究の助の役割、河回村住民の代表として行ᨻと

住民㛫のᶫΏしの役割をᯝたしている。さらに、観ග団

地のような生業の維持・職ဨの⟶⌮など住民の⚟♴に関

する事業も行っている。 
また、2010 年 4 月に自つ約（河回村保存会定Ḱ）

⾲�� 河回村のᰗẶ㠀ᰗẶのᒃఫࡧࡼ࠾ᒇ᰿ᮦᩱの⌧ἣ�
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が定められ、全ての業ົ及びヨ行方法のᇶ‽になってい

るなど河回村の景観・文化を維持ࡔけでなࡃ、住民の生

ά・行ᨻとの連ᦠのようなᵝࠎな役割をᯝたしている。 
�����⾜ᨻにࡼる景観保全άື�

2010 年 7月 31日に河回村が世界遺産の歴史的集落と

して指定されたことがษけに韓国の歴史的集落の保護

のシ࣒ࢸࢫが大きࡃኚ化した。 
ᚑ᮶のಶの文化財から面にᣑ大保護することࡔけでな

地ᇦ住民によって伝ᢎされている多⏝な生ά・民俗、ࡃ

文化などの無形遺産を維持するために、ຠ⋡的な伝ᢎ体

系の構築を行いጞめた。 
その代表的な世界遺産登録以㝆の国のᨻ⟇として、

「マウル職人指定᥎㐍ィ⏬」がある。ィ⏬の⟇定⫼景と

して、韓国文化財庁は歴史的集落の外形的⿵ಟ・ᩚഛࡔ

けでなࡃ、ྛ集落に伝ᢎされているᅛ᭷の生ά文化関連

の民俗及び芸能など無形的要⣲をά性化するため 2011
年から村民をᑐ㇟にᢏ能・芸能保᭷者を発᥀し、マウル

職人として指定するィ⏬が定められた。 
2012 年 12月安東市文化芸⾡課世界遺産ᢸ当者に河回村

の職人制度のᐇែについてンタービࣗーㄪᰝを行った。

ල体的なෆᐜは以下である。世界遺産登録以㝆の 2011

年から歴史的集落の外形的⿵ಟ・ᩚഛࡔけでなࡃ、ྛ集

落におけるᅛ᭷の生ά文化関連の民俗・ᢏ能・芸能など

の無形的要⣲をά性化する方㔪が現れた。その職人制度

は、2011 年に世界遺産として登録された河回村とⰋὝ村

からᐇされた。2012 年から全歴史的集落のマウル職人

の指定にᣑ大し、マウル文化の伝ᢎおよびその⤌みの

構築を目指している。また、安東市文化芸⾡課の世界遺

産ᢸ当者によりᚓられた行ᨻ資料（文化財庁：2012 年度

民俗マウル職人制度指定᥎㐍ィ⏬）では、マウルの主な

景観ᩚഛ事業である「⸕ⵌの྿き᭰࠼事業」ࡸ「ሟの⿵

ಟ事業」を行う㝿に、᪤存の業者が事業を行うのではな

・⌮⟶、集落の職人に指定された人を✚ᴟ的にά⏝し、ࡃ

保護の主体であるマウルの住民が景観のᩚഛにཧຍする

よう文化財庁の方㔪である。職人制度の期ᚅຠᯝとして、

マウル住民のᡤᚓቑ大を目指している。また、ᅗ 3 は職

人制度が行ࢃれる場ᡤ・┿を示している。�

このように、職人制度による主な景観ᩚഛ事業として、

⸕ⵌの྿き᭰࠼事業とሟのಟ⌮事業があり、もともと行

ᨻによって行ࢃれていたಟ⌮事業を地ᇦ住民で㑅別され

た⸕ⵌ職人・ሟ職人もᐇ㝿の工事にཧຍしており、景観

保全に⧅がっていることが分かった。�

ᅗ�� 河回村の⫋ேにࡼるẸᕤⱁ・ᢏ⬟ࢀࢃ⾜ࡀるሙᡤ（ͤฟ㸸世界遺産⏦ㄳ㈨ᩱࡾࡼຍ➹ࠊ┿は➹⪅ᙳ）�
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河回村は 2012 年に合ィ 15 分㔝で 34 ྡのマウル職人

が指定されている。フィジカルな建築分㔝の⸕ⵌの⿵ಟ

とሟのಟ⌮工事に┤᥋住民がཧຍしているなど景観保全

の役割をᯝたしている。また、ⴿᘧ・㒓ᅵ料⌮及び㓇、

伝⤫的な⚍りなどの民俗芸能・工芸分㔝も⪃៖して、伝

⤫文化の⥅続をᅗっている。同じࡃ世界遺産に指定され

たⰋὝ村は、2 つの分㔝（⸕ⵌ・ሟ職人 13 ྡ）のみが指

定されているなど、河回村が多ᵝな分㔝・多数の職人を

保᭷していることが分かる。また、表 2 では、ᐇ㝿、柳

氏ࡔけでなࡃ、非柳氏が約༙数を占めているなど、非柳

氏によるάືが行ࢃれていることが≉ᚩである。�

マウル職人の指定をする㝿に、河回村保存会の⌮事会

でᑂ㆟を行い、そこでの会㆟録をῧし文化財庁に申請

するᡭ続きで行っているなど行ᨻとのࡸりྲྀりでಙ㢗性

をᅗっている。 
 

㸳．ࡲめ�

本研究の▱ぢを以下に示し、まとめとする。 
ձ 河回村は、居住分ᕸ及びᒇ᰿のᮦ料からみて柳氏が

୰ᚰとなった氏族マウル（ࣖンࣂン集落）の≉ᚩが

維持されている。 
ղ また、河回村保存会は自ら文化財保護ࡸ景観保全に

おいて重要な役割をᯝたしており、村民を代表とし

てᑓ㛛ᐙとの༠㆟ࡸ住民と行ᨻのᶫΏしの役割を

ᯝたしている。 
ճ 世界遺産登録以㝆「マウル職人制度」により住民が

⸕ⵌ及びሟの⿵ಟにཧຍしており、民俗芸能のよう

なࢯフࢺ側面で伝⤫文化を維持する重要な役割を

ᯝたしていることが分かった。また、その他民俗工

芸・ᢏ能の伝⤫生ά文化が集落ෆの民ᐙをᣐⅬに⥅

ᢎされており、無形的な要⣲をྵࡔࢇႠみのような

�。る࠼⪄側面の文化的景観に関係しているとࢺフࢯ

このように、フィジカルな景観保全と民俗芸能側面を

ᑛ重する⤌みになっている。 
また、ࣖ ンࣂン文化と非ࣖンࣂン文化の⤖合体であり、

柳氏と非柳氏が現在もୖᡭࡃ⤌み合ࢃさった形が河回村

の世界遺産の資※になっていることが分かった。 
 
ὀ�

注�� 重要民俗資料は、民俗資料の୰で文化財庁㛗が重要ࡔとุ᩿した
民俗資料にᑐして文化財ጤဨ会のᑂ㆟を⤒て指定され、⟶⌮は地
方自団体がᢸ当する。�

注�� 日本の文化庁に相当する。�
注�� マウルは、韓国の代表的な社会学者である、ᓲ在㘏によると、一

つの独自的័⩦伝⤫を持つことによってそれ自体が全体として一
つの⤫一性を保存し、社会的にも一つの独❧的な生άがႠまれる
地ᇦ༶ち自↛集落としている。�

注�� 河回村の戸数は���である。���世ᖏにタ定した⌮⏤として、村ᡤ
᭷の⪁人会㤋・保ᡤ及びྂ建築である⢭⯋など、同一人≀が多
数のᐙをᡤ᭷している場合があるため、本研究では ��� 世ᖏとし
てྲྀりᢅう。�

注�� ᐆ≀は、歴史的・芸⾡的・学⾡的౯್が㧗いものであり、国が法
的に指定した᭷形文化財。�
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